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ア
ス
ロ
ン
を
楽
し
む
」、
②
茨
城
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
会
長

兼
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本・茨
城
の
会
長
及
川
力
さ
ん
に
よ
る「
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
よ
う
」。

　
▼
日
時　
①
２
月
１
日
㈯
、
②
２
月
15
日
㈯
い
ず
れ
も
午
後
２
時
。
30
分
前

か
ら
受
け
付
け　
▼
場
所　
総
合
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
。
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い　
▼
申
し
込
み　
１
月
28
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
市
体
育
協
会
事
務

局
へ　
▼
問
い
合
わ
せ　
同
事
務
局
（
４
８
３
）５
４
１
５
火
曜
〜
金
曜
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
）

セ
ブ
ンｰ

イ
レ
ブ
ン
が
女
性
向
け
に
市
内
の
店
舗

で
の
仕
事
に
つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
す

　
市
と
の
地
域
活
性
化
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
雇
用
促
進
に
取
り
組
む
セ

ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
の
市
内
店
舗
で
の
レ
ジ
接
客
や
清
掃
、
発
注
な
ど
の
短
時
間

勤
務
に
か
か
る
説
明
会
と
個
別
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
ま

で
全
年
齢
の
女
性
が
対
象
。
先
着
30
人
。

　
▼
日
時　
２
月
６
日
㈭
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　
▼
場
所　
総
合
生
涯
学
習

プ
ラ
ザ　
▼
申
し
込
み　
電
話
で
商
工
観
光
課
へ

消
費
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
る
消
費
生
活
相
談
員

　
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
や
関
連
す
る
情
報
提
供
、
消

費
者
教
室
の
実
施
や
啓
発
な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
▼
募
集
人
数　
４
人　
▼
資
格　
消
費
生
活
相
談
員
資
格
試
験
合
格
者
か
み

な
し
合
格
者
で
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な
操
作
が
で
き

る
人　
▼
勤
務　
月
13
日
で
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る
日
。
午
前
９
時
〜
午
後

４
時　
▼
応
募
方
法　
１
月
31
日
㈮
必
着
で
、Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
様
式
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）、
資
格
認
定
書
の
写
し
を
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
持
参

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
１
月
31
日
㈮
ま
で
に
購
入
を

　
引
換
券
が
手
元
に
あ
り
、
商
品
券
の
購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
１
月
31
日
㈮

ま
で
に
購
入
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
担
当
（
４
８
３
）９
９
１
１
（
直
通
）
へ
。

納
付
済
確
認
書
を
１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

　
昨
年
中
に
納
め
た
保
険
料
の
総
額
を
本
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
確
定
申
告

等
で
、
社
会
保
険
料
控
除
す
る
際
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。
年
金
天
引
き
さ
れ
て

い
る
保
険
料
は
、
年
金
機
構
か
ら
源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
必

要
な
場
合
は
各
担
当
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
料
（
国
保
年
金
課
）
／
対
象
は
、
昨
年
中
に
納
め
た
保
険
料

の
一
部
が
還
付
さ
れ
た
人
、
平
成
30
年
分
確
定
申
告
や
平
成
31
年
度
市
民
税
・

県
民
税
申
告
で
社
会
保
険
料
控
除
さ
れ
て
い
る
人
な
ど
。

■
介
護
保
険
料
（
長
寿
支
援
課
）・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
国
保
年
金
課
）

／
対
象
は
、
市
民
税
・
県
民
税
が
課
税
さ
れ
た
人
と
そ
の
配
偶
者
で
、
保
険
料

を
口
座
振
替
で
納
め
た
人
ま
た
は
昨
年
中
に
納
め
た
保
険
料
の
一
部
が
還
付
さ

れ
た
人
。
※
右
記
以
外
で
納
付
済
確
認
書
が
必
要
な
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　左手の甲から右手を縦に垂
直に上げます。
　これで「ありがとう」とい
う意味になります。
　相撲で力士が懸賞金を受け
取る時の仕草が由来です。

　言葉の代わりにイラストな
どを使って相手に思いを伝え
ることができるコミュニケー
ションボード。
　イラストを指差して思いを
伝えます。

共に生きる 誰もがくらしやすいまち やちよへ

誰もが暮らしやすい社会を目指して

　私たちの周りではさまざまな人が生活をしています。普段意識せ
ずにコミュニケーションを取っていますが、障害を持っているなど
の理由で思いを伝え合うことに苦労している人がいます。市では障
害のある人もない人も、理解を深め、お互いに尊重し合うことで「共
に生きる、誰もがくらしやすいまちやちよ」を目指します。

手話で感謝を伝えよう イラストを使って伝えます

問い合わせは
障 害 者 支 援 課
483-1151（代表）
6483-2665

　困っている人に「お手伝いできることはあり
ますか」と声をかける勇気を持つことが、分か
り合うための一歩につながります。
　市では、昨年９月に「八千代市手話言語の理解
及び普及並びに障害の特性に応じたコミュニケ
ーション手段に関する条例」を制定し、誰もが暮
らしやすい社会を目指して取り組んでいます。

理解を深め、お互いを
尊重するために
　この条例は理念条例です。手話が近年になっ
て言語であることが認められたことや、音声以
外にも筆談、点字などの多様なコミュニケーシ
ョン手段があることについて、皆さんに理解を
深めてもらうため、前文を設けました。
　条文は市ホームページや右の
コードから見ることができます。
事業者は障害者の円滑な意思疎
通や情報の取得について配慮し
てください。
■障害者の伝え合いたい気持ちを尊重します
①海外だけではなく、国内でも言語であると認
められている手話について理解し、手話で気持
ちなどを伝え合うことも尊重します。
②障害者自らが、状況に合わせてコミュニケー
ションの方法を選択することを尊重します。

■市が進めていくこと
①手話は、手・指や体の動き・表情などで表現
する「目で見る言語」であることを多くの人に
理解を深めてもらよう努めます。
②手話で情報を得たり、気兼ねなく手話を使え
たりする環境を整えます。
③障害者のコミュニケーションは、手話や要約
筆記、コミュニケーションボード、点字などい
ろいろな方法があることを多くの人に伝えます。
④手話通訳者、要約筆記者など支援者が育つよ
う、環境を整えます。

Ｑ． 聴覚障害の人はみんな手話が使えるの？
Ａ． いいえ、聞こえの度合いや育った環境によ
って、手話ができない人もいます。

Ｑ． 聴覚障害の人は音が聞こえないの？
Ａ． 人によって聞こえ方は違います。聴覚障害
は大まかに次のように分かれます。

　① ろう者　聴覚障害のうち、手話でコミュニ
ケーションをとって日常生活を送る人。

　② 難聴者　聞こえにくく、補聴器を使えば言
葉を聞き取れる人もいますが、音は聞こえ
ても言葉は聞き取れない人もいます。

　③ 中途失聴者　音声による言葉を覚えた後で
失聴した人。聞こえていたときの記憶があ
るので、発声できる人もいます。コミュニケーションの一例

暮らしやすい社会に向けて
　例えば、言葉が通じない国で仲間とはぐれて
一人になってしまったとします。案内表示は読
めないし、自分のいる場所も分かりません。状
況を周りの人に伝えることさえできずに、とて
も不安になるのではないでしょうか。
　そんなときに誰かが声をかけてくれたら、日
本語が通じなくても身振り手振りやガイドブッ
クを指差すなど、いつもとは違ったコミュニケ
ーションの方法で情報をもらったり、助けても
らったりするかもしれません。
　人それぞれ、少しだけコミュニケーションを
取る方法が違う場合があることを知っていれ
ば、みんなもっと生活しやすくなります。
　大切なことは、相手の立場になって考えるこ
と。よく点字ブロックの上に自転車が置かれて
いることがありますが、目の不自由な人にとっ
ては、転倒の原因になり危険です。周囲の様子
が見えないのでよけるのにも苦労します。意識
して周囲を見てみると、街の中には音声案内や
点字表示、トイレや非常口などを現す絵文字の
ピクトグラムなど、情報を伝えるためのさまざ
まな工夫がされていることに気が付きます。
　障害があるかないかということではなく、お
互いを理解することから始めてみましょう。

手
話
で
八
千
代
市
手の甲を前方に小指だけ
曲げ、千の漢字を空書き

①
②

▲コード

知らなかったそうなんだえ！


